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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
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る
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ネ
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す
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書 
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二
年
十
一
月
八
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一 

 



 

一 

政
府
は
、
我
が
国
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
政
策
と
し
て
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
推
進
本
部
を
設
置
し
て
、 

 

太
陽
熱
、
地
熱
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
研
究
開
発
を
行
つ
て
い
る
が
、
近
い
将
来
日
本
の
経
済
を
賄
い
得
る 

 

大
規
模
、
且
つ
、
経
済
的
な
発
電
技
術
の
完
成
見
通
し
及
び
そ
の
実
用
化
の
期
日
を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。 

輸
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
頼
つ
て
い
る
今
日
、
も
し
再
び
国
際
政
治
、
経
済
の
変
動
が
起
こ
れ
ば
、
日
本
経
済
の
崩 

 

壊
は
明
白
で
あ
る
。
政
府
は
、
我
が
国
固
有
の
資
源
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
見
直
し
、
国
産
技
術
に
よ
る
国
産
エ 

 

ネ
ル
ギ
ー
自
立
策
を
緊
急
に
講
ず
べ
き
で
あ
る
。
よ
つ
て
、
次
の
諸
点
に
対
す
る
明
確
な
る
答
弁
を
頂
き
た
い
。 

二 

我
が
国
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
海
洋
国
で
あ
り
、
約
三
万
三
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
海
岸
線
に
押
し
寄 

せ
る
波
浪
に
は
、
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
潜
在
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
総
量
に
つ
い
て
算
出 

 

根
拠
を
添
え
て
提
示
さ
れ
た
い
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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四 
三 
昭
和
五
十
年
度
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
委
託
調
査
報
告
書
―
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
シ
ー
ズ
に
関
す
る
調
査
研 

 

究
―
（
六
四
頁
）
に
よ
れ
ば
、
波
力
水
圧
発
電
に
つ
い
て
、
よ
り
精
度
の
高
い
計
算
の
た
め
に
大
型
モ
デ
ル
に
よ

る
現
場
で
の
実
験
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
国
家
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
状
況
の
今
日
、
な
ぜ 

 

こ
れ
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
技
術
の
実
験
に
踏
み
切
ら
な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


